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(57)【要約】
【課題】　フューエルカット、及び、触媒劣化抑制のた
めの当該フューエルカットの禁止を、より適切に行う。
【解決手段】　内燃機関（２）の燃料噴射制御装置（６
）は、排気ガス浄化用の触媒（５３）の温度を取得する
触媒温度取得部（６０、６６）と、所定のフューエルカ
ット条件が成立した場合であって触媒（５３）の温度が
所定温度より高いときにフューエルカットを禁止にする
フューエルカット禁止部（６０）と、機関回転数の変化
量を取得する回転数変化量取得部（６０、６３）と、こ
の変化量が所定量より大きくなった場合にフューエルカ
ットの禁止を解除するフューエルカット禁止解除部（６
０）と、を備えている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排気ガス浄化用の触媒の温度を取得する、触媒温度取得部と、
　所定のフューエルカット条件が成立した場合であって、前記触媒温度取得部により取得
された前記温度が所定温度より高いときに、フューエルカットを禁止にする、フューエル
カット禁止部と、
　機関回転数の変化量を取得する、回転数変化量取得部と、
　前記変化量が所定量より大きくなった場合に、前記フューエルカットの禁止を解除する
、フューエルカット禁止解除部と、
　を備えたことを特徴とする、内燃機関の燃料噴射制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の、内燃機関の燃料噴射制御装置において、
　前記内燃機関が搭載された車両の速度を取得する、車速取得部と、
　前記機関回転数と前記速度との比に基づいて、前記内燃機関と前記車両の駆動軸との連
結状態を判定する、連結状態判定部と、
　をさらに備えたことを特徴とする、内燃機関の燃料噴射制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の、内燃機関の燃料噴射制御装置であって、
　前記フューエルカット禁止解除部は、前記連結状態判定部にて前記連結状態がニュート
ラル状態であることが判定された場合であって、前記変化量が正の前記所定量より大きい
ときに、前記フューエルカットの禁止を解除することを特徴とする、内燃機関の燃料噴射
制御装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の、内燃機関の燃料噴射制御装置において、
　前記連結状態判定部にて前記連結状態がニュートラル状態であることが判定された場合
であって、前記変化量が正の前記所定量より大きいときに、当該ニュートラル状態におけ
る前記フューエルカットの禁止中のスロットル開度を減少補正する、スロットル開度補正
部をさらに備えたことを特徴とする、内燃機関の燃料噴射制御装置。
【請求項５】
　請求項２ないし請求項４のうちのいずれか１項に記載の、内燃機関の燃料噴射制御装置
であって、
　前記車両には、マニュアルトランスミッション装置が設けられていることを特徴とする
、内燃機関の燃料噴射制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関の燃料噴射制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、この種の装置は、燃費向上や車速の適切な制御（特に減速）のために、いわゆ
るフューエルカットを行うようになっている。ここで、フューエルカットとは、内燃機関
の運転中にて、燃焼室内への燃料供給が（一時的に）停止されることをいう。このフュー
エルカットは、所定のフューエルカット条件（例えばアクセルオフで機関回転数が所定値
以上）が成立した場合に実行される。
【０００３】
　フューエルカットが実行されると、かなり酸素濃度の高い（リーンな）排気ガスが、排
気通路を通過する。このとき、当該排気通路に介装された触媒（いわゆる三元触媒：酸素
吸蔵機能によりＨＣ、ＣＯ、及びＮＯｘを浄化することができる排気ガス浄化用触媒）に
おいて酸素吸蔵反応が急激に生じることで、当該触媒が急激に発熱する。したがって、触
媒温度が高い状態で、フューエルカットが行われると、触媒が過熱状態となり、これによ
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り当該触媒の劣化（いわゆるシンタリング：触媒に担持されている白金等の貴金属粒子の
高温下の粒成長）が生じてしまう可能性がある。
【０００４】
　そこで、所定のフューエルカット条件が成立している場合であっても触媒温度が高いと
きに、触媒劣化の抑制のために、フューエルカットを禁止する技術が、従来提案されてい
る（例えば特開２００４－５０８７８号公報等）。
【特許文献１】特開２００４－５０８７８号公報
【発明の開示】
【０００５】
　本発明は、フューエルカット、及び、触媒劣化抑制のための当該フューエルカットの禁
止を、より適切に行い得る、内燃機関の燃料噴射制御装置を提供するものである。
【０００６】
　＜構成＞
　本発明の内燃機関の燃料噴射制御装置（以下、単に「噴射制御装置」と称する。）は、
触媒温度取得部と、フューエルカット禁止部と、を備えている。なお、「部」は「手段」
とも言い換え得る（例えば「触媒温度取得手段」等：以下同様）。
【０００７】
　前記触媒温度取得部は、排気ガス浄化用の触媒（上述の三元触媒）の温度を取得するよ
うになっている。この温度取得は、排気通路や前記触媒に装着された温度センサを用いた
温度検出、又は、吸入空気流量等のパラメータを用いたオンボード推定によって行われ得
る。前記フューエルカット禁止部は、所定のフューエルカット条件が成立した場合であっ
て、前記触媒温度取得部により取得された前記温度が所定温度より高いときに、フューエ
ルカットを禁止にするようになっている。本発明の特徴は、前記噴射制御装置が、さらに
、以下の構成を備えたことにある。
【０００８】
　※本発明の噴射制御装置は、回転数変化量取得部と、フューエルカット禁止解除部と、
を備えている。ここで、前記回転数変化量取得部は、機関回転数の変化量を取得するよう
になっている。また、前記フューエルカット禁止解除部は、前記機関回転数の前記変化量
が所定量より大きくなった場合に、前記フューエルカットの禁止を解除するようになって
いる。
【０００９】
　・前記噴射制御装置は、さらに、車速取得部と、連結状態判定部と、を備え得る。ここ
で、前記車速取得部は、前記内燃機関が搭載された車両の速度（車速）を取得するように
なっている。なお、この車両には、マニュアルトランスミッション装置が設けられ得る。
また、前記連結状態判定部は、前記機関回転数と前記車速との比に基づいて、前記内燃機
関と前記車両の駆動軸（プロペラシャフトあるいはドライブシャフト）との連結状態を判
定するようになっている。
【００１０】
　・前記フューエルカット禁止解除部は、前記連結状態判定部にて前記連結状態がニュー
トラル状態であることが判定された場合であって、前記機関回転数の前記変化量が正の前
記所定量より大きいときに、前記フューエルカットの禁止を解除するようになっていても
よい。
【００１１】
　・前記噴射制御装置は、さらに、スロットル開度補正部をさらに備え得る。このスロッ
トル開度補正部は、前記連結状態判定部にて前記連結状態がニュートラル状態であること
が判定された場合であって、前記機関回転数の前記変化量が正の前記所定量より大きいと
きに、当該ニュートラル状態における前記フューエルカットの禁止中のスロットル開度を
減少補正するようになっている。
【００１２】
　＜効果＞
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　上述の構成を備えた本発明の噴射制御装置においては、前記フューエルカット条件が成
立していても、前記触媒の前記温度が前記所定温度よりも高い場合、通常は前記フューエ
ルカットが禁止される。
【００１３】
　但し、この場合であっても、前記機関回転数の前記変化量が前記所定量より大きくなっ
たとき（例えば、前記機関回転数の上昇量が正の前記所定量を超えたとき）には、前記フ
ューエルカットの禁止が解除される。
【００１４】
　すなわち、例えば、前記車両の運転者の操作によるシフトダウン動作（クラッチミート
）時には、前記機関回転数が一旦大きく上昇する。また、前記車両が比較的急な下り坂を
走行中に、車速が上昇すると、前記機関回転数が相当程度上昇する。
【００１５】
　あるいは、前記フューエルカットの禁止中のニュートラル状態にて、前記機関回転数が
不意に上昇することがあり得る。かかる回転上昇は、吸入空気流量の測定誤差等のために
筒内吸入空気量が過剰になることによって発生する。このような不意な回転数上昇は、前
記車両の乗員に不快感を与える。
【００１６】
　そこで、触媒劣化抑制のための前記フューエルカットの禁止の条件が成立している場合
であっても、上述のように前記機関回転数の前記変化量が大きい（前記機関回転数の上昇
が所定程度を超える）ときには、（前記フューエルカットの禁止中であっても）かかる禁
止が解除される。これにより、迅速な減速が行われたり、不快な回転数上昇が抑制された
りする。
【００１７】
　このように、本発明によれば、前記フューエルカット、及び、触媒劣化抑制のための当
該フューエルカットの禁止が、より適切に行われ得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態（本願の出願時点において出願人が最良と考えている実施形態
）について、図面を参照しつつ説明する。なお、以下の実施形態に関する記載は、法令で
要求されている明細書の記載要件（記述要件・実施可能要件）を満たすために、本発明の
具体化の単なる一例を、可能な範囲で具体的に記述しているものにすぎない。よって、後
述するように、本発明が、以下に説明する実施形態の具体的構成に何ら限定されるもので
はないことは、全く当然である。実施形態に対する変形例（modification）の例示は、当
該実施形態の説明中に挿入されると、首尾一貫した実施形態の説明の理解が妨げられるの
で、末尾にまとめて記載されている。
【００１９】
　＜車両の全体構成＞
　図１は、本発明の一実施形態が適用された車両１の全体構成を概略的に示す図である。
この車両１には、内燃機関２が搭載されている。内燃機関２は、シリンダブロック２ａ、
シリンダヘッド２ｂ、及びこれらに収容された各種の部品群から構成されている。また、
車両１には、動力伝達部３、吸気系統４、排気系統５、制御装置６、等が搭載されている
。以下、車両１の各部の構成について、さらに詳細に説明する。
【００２０】
　＜＜内燃機関＞＞
　ロワーケースやオイルパン等を含むシリンダブロック２ａは、シリンダヘッド２ｂとと
もに、内燃機関２の本体部分（エンジンブロック）を構成する部材である。
【００２１】
　シリンダブロック２ａには、シリンダ２１が形成されている。シリンダ２１内には、ピ
ストン２２が、往復移動可能に収容されている。シリンダ２１及びピストン２２の下方に
は、クランクシャフト２３が回転可能に支持されつつ収容されている。クランクシャフト
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２３は、ピストン２２の往復移動に基づいて回転駆動されるように、コンロッド２４を介
して、クランクシャフト２３と連結されている。
【００２２】
　シリンダブロック２ａの上端部には、シリンダヘッド２ｂが固定されている。シリンダ
ヘッド２ｂの下端面（シリンダブロック２ａと対向する面）には、凹部が形成されている
。この凹部は、シリンダ２１の上端部に対応する位置に設けられている。この凹部の内側
の空間と、ピストン２２の頂面よりも上側のシリンダ２１の内側の空間と、によって、燃
焼室ＣＣが形成されている。
【００２３】
　シリンダヘッド２ｂには、燃焼室ＣＣと連通するガス通路である吸気ポート２５及び排
気ポート２６が形成されている。また、シリンダヘッド２ｂには、吸気ポート２５及び排
気ポート２６を開閉するための動弁機構２７が設けられている。この動弁機構２７には、
吸気ポート２５を開閉する吸気バルブ２７ａ、排気ポート２６を開閉する排気バルブ２７
ｂ、及びこれら吸気バルブ２７ａや排気バルブ２７ｂを所定のタイミングで開閉動作させ
るための機構を備えている。
【００２４】
　さらに、シリンダヘッド２ｂには、インジェクタ２８が装着されている。インジェクタ
２８は、燃料混合気を燃焼室ＣＣ内に供給するために、吸気ポート２５内に燃料を噴射す
るようになっている。
【００２５】
　＜＜動力伝達部＞＞
　動力伝達部３は、内燃機関２の運転時に生じるクランクシャフト２３の回転駆動力を駆
動輪３１に伝達するように構成されている。この駆動輪３１は、ドライブシャフト３２、
デファレンシャルギヤ機構３３、及びプロペラシャフト３４を介して、マニュアルトラン
スミッション装置３５と接続されている。
【００２６】
　マニュアルトランスミッション装置３５は、クランクシャフト２３の回転駆動力をプロ
ペラシャフト３４に伝達し得るように、クラッチ機構３５ａや変速機構３５ｂ等を備えて
いる。クラッチ機構３５ａ及び変速機構３５ｂは、周知の通り、運転者による図示しない
クラッチペダルやシフトレバーの操作によって動作するようになっている。また、本実施
形態においては、変速機構３５ｂは、減速比の異なる１速から４速までの４つのギヤ列を
備えている。
【００２７】
　＜＜吸排気系統＞＞
　吸気系統４は、吸気管４１と、エアフィルタ４２と、スロットルバルブ４３と、を備え
ている。インテークマニホールドを含む吸気管４１は、吸気ポート２５とともに吸気通路
を形成するものであって、吸気ポート２５に連通するように設けられている。この吸気管
４１には、エアフィルタ４２が介装されている。吸気管４１における、エアフィルタ４２
と吸気ポート２５との間の位置には、スロットルバルブ４３が介装されている。スロット
ルバルブ４３は、吸気通路の開口断面積を可変とするように設けられていて、スロットル
バルブアクチュエータ４３ａによって駆動されるようになっている。
【００２８】
　排気系統５は、エキゾーストマニホールド５１と、排気管５２と、上流側触媒５３と、
下流側触媒５４と、を備えている。エキゾーストマニホールド５１は、排気ポート２６に
連通するように設けられている。排気管５２は、排気ポート２６及びエキゾーストマニホ
ールド５１とともに排気通路を構成するものであって、エキゾーストマニホールド５１に
接続されている。この排気管５２には、上流側触媒５３及び下流側触媒５４が介装されて
いる。上流側触媒５３及び下流側触媒５４は、いわゆる三元触媒であって、下流側触媒５
４は上流側触媒５３よりも排気ガスの流動方向における下流側に配置されている。
【００２９】
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　＜制御装置の構成＞
　本発明の噴射制御装置の一実施形態に係る制御装置６は、インジェクタ２８からの燃料
噴射状態やスロットルバルブ４３の開度を含む内燃機関２の運転状態を制御するように、
以下の通りに構成されている。
【００３０】
　制御装置６は、エンジン電子コントロールユニット（ＥＣＵ）６０を備えている。本発
明の触媒温度取得部、フューエルカット禁止部、回転数変化量取得部、フューエルカット
禁止解除部、車速取得部、連結状態判定部、及びスロットル開度補正部を構成するＥＣＵ
６０は、ＣＰＵ６０ａと、ＲＯＭ６０ｂと、ＲＡＭ６０ｃと、バックアップＲＡＭ６０ｄ
と、インターフェース６０ｅと、双方向バス６０ｆと、を備えている。ＣＰＵ６０ａ、Ｒ
ＯＭ６０ｂ、ＲＡＭ６０ｃ、バックアップＲＡＭ６０ｄ、及びインターフェース６０ｅは
、双方向バス６０ｆによって互いに接続されている。
【００３１】
　ＲＯＭ６０ｂには、ＣＰＵ６０ａにより実行されるルーチン（プログラム）の他に、こ
のルーチンの実行の際に用いられるテーブル（マップ）やパラメータ等が、予め格納され
ている。ＲＡＭ６０ｃは、ＣＰＵ６０ａによりルーチンが実行される際に、必要に応じて
データを一時的に格納し得るように構成されている。バックアップＲＡＭ６０ｄは、電源
が投入された状態でＣＰＵ６０ａによりルーチンが実行される際にデータを格納するとと
もに、この格納されたデータを電源遮断後も保持し得るように構成されている。
【００３２】
　インターフェース６０ｅは、後述する各種センサと電気的に接続されていて、これらか
らの信号をＣＰＵ６０ａに伝達し得るように構成されている。また、インターフェース６
０ｅは、インジェクタ２８やスロットルバルブアクチュエータ４３ａ等の動作部と電気的
に接続されていて、これらの動作部を動作させるための動作信号をＣＰＵ６０ａからこれ
らの動作部に伝達し得るように構成されている。すなわち、ＥＣＵ６０は、上述の各種セ
ンサ等からの信号を受け取るとともに、当該信号に応じたＣＰＵ６０ａの演算結果に基づ
いて、上述の動作信号を各動作部に送出するように構成されている。
【００３３】
　＜＜各種センサ＞＞
　本実施形態の車両１には、エアフローメータ６１と、スロットルポジションセンサ６２
と、クランクポジションセンサ６３と、冷却水温センサ６４と、上流側空燃比センサ６５
ａと、下流側空燃比センサ６５ｂと、触媒床温センサ６６と、車輪速センサ６７と、アク
セル開度センサ６８と、が設けられている。
【００３４】
　エアフローメータ６１は、吸気管４１における、エアフィルタ４２よりも下流側の位置
に介装されている。このエアフローメータ６１は、吸気管４１内を流れる吸入空気の単位
時間あたりの質量流量である吸入空気流量Ｇａに対応する信号を出力するように構成され
ている。
【００３５】
　ＥＣＵ６０及びスロットルバルブアクチュエータ４３ａとともに本発明のスロットル開
度補正部を構成するスロットルポジションセンサ６２は、吸気管４１における、スロット
ルバルブ４３に対応する位置に装着されている。このスロットルポジションセンサ６２は
、スロットルバルブ４３の回転位相であるスロットルバルブ開度ＴＡに対応する信号を出
力するように構成されている。
【００３６】
　ＥＣＵ６０とともに本発明の回転数変化量取得部を構成するクランクポジションセンサ
６３は、クランクシャフト２３と対向するように配置されている。このクランクポジショ
ンセンサ６３は、クランクシャフト２３の回転角度に応じたパルスを有する波形の信号を
出力するように構成されている。具体的には、クランクポジションセンサ６３は、クラン
クシャフト２３が１０°回転する毎に幅狭のパルスを有するとともに、クランクシャフト
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２３が３６０°回転する毎に幅広のパルスを有する信号を出力するように構成されている
。すなわち、クランクポジションセンサ６３の出力信号に基づいて、機関回転数Ｎｅやそ
の変化量ΔＮｅが取得されるようになっている。
【００３７】
　冷却水温センサ６４は、シリンダブロック２ａに装着されている。この冷却水温センサ
６４は、シリンダブロック２ａの内部に設けられたウォータージャケット内の冷却水の温
度（冷却水温ＴＨＷ）に対応する信号を出力するように構成されている。
【００３８】
　上流側空燃比センサ６５ａは、上流側触媒５３よりも上流側の排気通路（具体的にはエ
キゾーストマニホールド５１における末端部であって排気管５２との接続部）に装着され
ている。この上流側空燃比センサ６５ａは、排気ポート２６を介して燃焼室ＣＣから排出
された排気ガスの酸素濃度に対応する電圧を出力するように構成されている。
【００３９】
　下流側空燃比センサ６５ｂは、排気管５２における、上流側触媒５３よりも下流側であ
って、下流側触媒５４よりも上流側の位置に装着されている。この下流側空燃比センサ６
５ｂは、上流側触媒５３を経た排気ガスの酸素濃度に対応する電圧を出力するように構成
されている。
【００４０】
　ＥＣＵ６０とともに本発明の触媒温度取得部を構成する触媒床温センサ６６は、上流側
触媒５３に装着されている。この触媒床温センサ６６は、上流側触媒５３の温度（触媒床
温Ｔｃ）に対応する出力を生じるように構成されている。
【００４１】
　ＥＣＵ６０とともに本発明の車速取得部を構成する複数の車輪速センサ６７は、駆動輪
３１を含むすべての車輪に対応して設けられている。各車輪速センサ６７は、各車輪の回
転速度に対応する出力を生じるように構成及び配置されている。すなわち、ＥＣＵ６０は
、すべての車輪速センサ６７からの出力信号に基づいて、車速ｓｐｄを算出するようにな
っている。
【００４２】
　アクセル開度センサ６８は、運転者によって操作されるアクセルペダル８１の操作量を
表す信号（アクセルペダル操作量Ａｃｃｐ）を出力するようになっている。
【００４３】
　＜実施形態の動作の具体例＞
　次に、上述の構成を備えた本実施形態の制御装置６の動作（フューエルカット制御）の
具体例について、フローチャートを用いて説明する。なお、以下のフローチャートの説明
、及び、当該フローチャートを示す図面においては、「ステップ」は“Ｓ”と略称されて
いるものとする。
【実施例１】
【００４４】
　図２は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作の第一の具体例（フュ
ーエルカット制御動作）を示すフローチャートである。ＣＰＵ６０ａは、図２に示されて
いるフューエルカット制御ルーチン２００を、クランク角が所定値となる毎に、繰り返し
実行する。
【００４５】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ２１０にて、所定のフューエルカット条件が成立
しているか否かが判定される。ここで、本例においては、フューエルカット条件は、所定
の減速運転条件を含む。この減速運転条件は、（１）アクセルオフすなわちアクセルペダ
ル操作量Ａｃｃｐがゼロであり、且つ（２）機関回転数Ｎｅが所定値以上である、という
条件を含む。フューエルカット条件が成立していない場合（Ｓ２１０＝Ｎｏ）、Ｓ２２０
以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【００４６】
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　フューエルカット条件が成立している場合（Ｓ２１０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ２２０に進
行し、触媒床温センサ６６の出力によって取得された触媒床温Ｔｃが高温であるか（所定
温度Ｔｃ０より高いか）否かが判定される。なお、本具体例においては、このＳ２２０に
おける、触媒床温センサ６６の出力に基づく触媒床温ＴｃのＥＣＵ６０による取得処理に
よって、本発明の触媒温度取得部（手段）が実現されている。
【００４７】
　触媒床温Ｔｃが低温（Ｔｃ０以下）である場合（Ｓ２２０＝Ｎｏ）、フューエルカット
を実行しても上流側触媒５３の劣化は生じない。よって、この場合、処理がＳ２３０に進
行し、フューエルカットが実行され（フューエルカットの実行が許可され）、本ルーチン
が一旦終了する。
【００４８】
　触媒床温Ｔｃが高温である場合（Ｓ２２０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ２４０に進行し、機関
回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが取得される。この変化量ΔＮｅは、本例においては、当該Ｓ
２４０の処理時における機関回転数Ｎｅから、本ルーチンの起動直前の所定クランク角に
おける機関回転数Ｎｅ０を減ずることによって取得されるものとする。したがって、変化
量ΔＮｅが正の値である場合、本ルーチンの実行時点において機関回転数Ｎｅが上昇して
いることになる。なお、本具体例においては、このＳ２４０における、クランクポジショ
ンセンサ６３の出力に基づく機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅのＥＣＵ６０による取得処理
によって、本発明の回転数変化量取得部（手段）が実現されている。
【００４９】
　続いて、処理がＳ２５０に進行し、機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値αよりも小
さいか否かが判定される。ここで、本例における所定値αは、機関回転数Ｎｅが上昇して
いることを安定的且つ確実に判定するために必要且つ十分な大きさの正の値（すなわち誤
差範囲を考慮した値）であるものとする。
【００５０】
　触媒床温Ｔｃが高温であり（Ｓ２２０＝Ｙｅｓ）、且つ機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅ
が所定値αよりも小さい場合（Ｓ２５０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ２６０に進行し、触媒保護
（劣化抑制）のためにフューエルカットが禁止され、本ルーチンが一旦終了する。なお、
本具体例においては、このＳ２６０におけるＥＣＵ６０によるフューエルカットの禁止処
理によって、本発明のフューエルカット禁止部（手段）が実現されている。
【００５１】
　一方、触媒床温Ｔｃが高温であっても（Ｓ２２０＝Ｙｅｓ）、機関回転数Ｎｅの変化量
ΔＮｅが所定値α以上である場合（Ｓ２５０＝Ｎｏ）、本ルーチンの実行時点において機
関回転数Ｎｅが上昇していることになる。
【００５２】
　例えば、車両１の運転者が、減速のために、シフトダウン操作を行うことがある。この
運転者の操作は、運転者による車両１の減速要求であるということができる。このシフト
ダウン操作時（クラッチミート時）には、機関回転数Ｎｅが一旦大きく上昇する。よって
、機関回転数Ｎｅの上昇判定によって、運転者による減速要求が判定される。したがって
、このとき、フューエルカットを実行して車両１を確実に減速する必要がある。
【００５３】
　また、運転者がアクセルオフ操作をした場合であっても、車両１が比較的急な下り坂を
走行中に、車速が相当程度上昇することがあり、機関回転数Ｎｅも相当程度上昇する。こ
のときの運転者のアクセルオフ操作も、運転者による車両１の減速要求であるということ
ができる。よって、このときも、フューエルカットを実行して車両１を確実に減速する必
要がある。
【００５４】
　あるいは、フューエルカットの禁止中のニュートラル状態にて、機関回転数Ｎｅが不意
に上昇することがあり得る。かかる回転上昇は、吸入空気流量の測定誤差（エアフローメ
ータ６１の誤差）等のために筒内吸入空気量Ｍｃが過剰になることにより発生する。かか
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る誤差の発生は、製造時の各部品のバラツキや経年変化に基づくものであって、実質的に
不可避であるということができる。そして、このような不意な回転数上昇は、車両１の乗
員に不快感を与える。よって、このときも、フューエルカットを実行して上述のような「
吹き上がり」を抑制する必要がある。
【００５５】
　そこで、触媒床温Ｔｃが高温であっても（Ｓ２２０＝Ｙｅｓ）、機関回転数Ｎｅの変化
量ΔＮｅが所定値α以上である場合（Ｓ２５０＝Ｎｏ）、処理がＳ２３０に進行し、フュ
ーエルカットが実行され（フューエルカットの実行禁止が解除され）、本ルーチンが一旦
終了する。なお、本具体例においては、Ｓ２５０からＳ２３０に進行することでフューエ
ルカットの実行禁止が解除される処理によって、本発明のフューエルカット禁止解除部（
手段）が実現されている。
【実施例２】
【００５６】
　図３は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作の第二の具体例（フュ
ーエルカット制御動作）を示すフローチャートである。ＣＰＵ６０ａは、図３に示されて
いるフューエルカット制御ルーチン３００を、クランク角が所定値となる毎に、繰り返し
実行する。
【００５７】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ３１０にて、所定のフューエルカット条件が成立
しているか否かが判定される。フューエルカット条件が成立していない場合（Ｓ３１０＝
Ｎｏ）、Ｓ３２０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【００５８】
　フューエルカット条件が成立している場合（Ｓ３１０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ３２０に進
行し、触媒床温センサ６６の出力によって取得された触媒床温Ｔｃが高温であるか否かが
判定される。触媒床温Ｔｃが低温である場合（Ｓ３２０＝Ｎｏ）、処理がＳ３３０に進行
し、フューエルカットが実行され（フューエルカットの実行が許可され）、本ルーチンが
一旦終了する。
【００５９】
　触媒床温Ｔｃが高温である場合（Ｓ３２０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ３４０に進行し、現在
の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが算出される。この回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄの算出に
は、クランクポジションセンサ６３の出力に基づいて得られた機関回転数Ｎｅと、車輪速
センサ６７の出力に基づいて得られた車速ｓｐｄとが用いられる。なお、本具体例におい
ては、このＳ３２０における、車輪速センサ６７の出力に基づく車速ｓｐｄのＥＣＵ６０
による取得処理によって、本発明の車速取得部（手段）が実現されている。
【００６０】
　次に、処理がＳ３５０に進行し、現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが、所定値Ａを中
心とするプラスマイナスａの範囲内にあるか否かが判定される。なお、本例において、こ
れらの所定値Ａ及びａは、ＲＯＭ６０ｂに予め格納されているものとする。
【００６１】
　ここで、クランクシャフト２３とプロペラシャフト３４との、マニュアルトランスミッ
ション装置３５における連結が完全である（すなわちクラッチ機構３５ａにて半クラッチ
状態やクラッチオフ状態ではない）場合、回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄは、選択された変
速段に応じてほぼ一定である。
【００６２】
　そこで、Ｓ３５０においては、現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが、四速ギヤが選択
されている場合にとり得る所定値Ａとほぼ一致するか否かが判定される。すなわち、Ｓ３
５０においては、現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄに基づいて、マニュアルトランスミ
ッション装置３５が四速ギヤの直結状態であるか否かが判定される。なお、本具体例にお
いては、このＳ３５０の処理によって、本発明の連結状態判定部が実現されている。
【００６３】
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　現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが所定値Ａを中心とするプラスマイナスａ（ａはセ
ンサ類や車輪径の誤差を考慮した所定値）の範囲内にある場合（Ｓ３５０＝Ｙｅｓ）、マ
ニュアルトランスミッション装置３５が四速（最高速）ギヤの直結状態であって、運転者
による減速要求がないかあるいはそれほど大きくないことが想定される。そこで、この場
合、処理がＳ３６０に進行し、触媒保護（劣化抑制）のためにフューエルカットが禁止さ
れ、本ルーチンが一旦終了する。
【００６４】
　現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが所定値Ａを中心とするプラスマイナスａの範囲内
にない場合（Ｓ３５０＝Ｎｏ）、処理がＳ３７０に進行し、機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮ
ｅが取得される。その後、処理がＳ３８０に進行し、機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所
定値αよりも小さいか否かが判定される。
【００６５】
　触媒床温Ｔｃが高温であり（Ｓ３２０＝Ｙｅｓ）、且つ機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅ
が所定値αよりも小さい場合（Ｓ３８０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ３６０に進行し、触媒保護
（劣化抑制）のためにフューエルカットが禁止され、本ルーチンが一旦終了する。
【００６６】
　一方、触媒床温Ｔｃが高温であっても（Ｓ３２０＝Ｙｅｓ）、機関回転数Ｎｅの変化量
ΔＮｅが所定値α以上である場合（Ｓ３８０＝Ｎｏ）、本ルーチンの実行時点において機
関回転数Ｎｅが上昇していることになる。そこで、この場合、上述の第一の具体例と同様
に、処理がＳ３３０に進行し、フューエルカットが実行され（フューエルカットの実行禁
止が解除され）、本ルーチンが一旦終了する。
【００６７】
　本具体例によれば、例えば三速で減速中に四速にシフトアップされた場合に、四速ギヤ
直結状態になった直後から、触媒劣化抑制のためのフューエルカット禁止制御が、違和感
なく行われ得る。
【実施例３】
【００６８】
　＜フューエルカット制御＞
　図４は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作の第三の具体例（フュ
ーエルカット制御動作）を示すフローチャートである。ＣＰＵ６０ａは、図４に示されて
いるフューエルカット制御ルーチン４００を、クランク角が所定値となる毎に、繰り返し
実行する。
【００６９】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ４１０にて、所定のフューエルカット条件が成立
しているか否かが判定される。フューエルカット条件が成立していない場合（Ｓ４１０＝
Ｎｏ）、Ｓ４２０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【００７０】
　フューエルカット条件が成立している場合（Ｓ４１０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ４２０に進
行し、触媒床温センサ６６の出力によって取得された触媒床温Ｔｃが高温であるか否かが
判定される。触媒床温Ｔｃが低温である場合（Ｓ４２０＝Ｎｏ）、処理がＳ４３０に進行
し、フューエルカットが実行され（フューエルカットの実行が許可され）、本ルーチンが
一旦終了する。
【００７１】
　触媒床温Ｔｃが高温である場合（Ｓ４２０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ４４０に進行し、機関
回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが取得される。続いて、処理がＳ４５０に進行し、機関回転数
Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値αよりも小さいか否かが判定される。機関回転数Ｎｅの変化
量ΔＮｅが所定値αよりも小さい場合（Ｓ４５０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ４６０に進行し、
触媒保護（劣化抑制）のためにフューエルカットが禁止され、本ルーチンが一旦終了する
。
【００７２】
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　機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値α以上である場合（Ｓ４５０＝Ｎｏ）、マニュ
アルトランスミッション装置３５における連結状態がニュートラル状態（図示しないシフ
トレバーがニュートラル位置にある状態以外に、図示しないクラッチペダルが運転者によ
り踏み込まれてクラッチオフとなった状態も含まれる）であるか否かが判定される。本具
体例においては、このニュートラル判定は、後述する連結状態判定ルーチン５００によっ
て行われるものとする。なお、本具体例においては、このＳ４７０（あるいは後述するル
ーチン５００）の処理によって、本発明の連結状態判定部（手段）が実現されている。
【００７３】
　ニュートラル状態でない場合（Ｓ４７０＝Ｎｏ）、今回の触媒高温時の機関回転数Ｎｅ
の上昇は、運転者による減速要求操作に基づくものである。よって、この場合、処理がＳ
４３０に進行して、フューエルカットが実行され（フューエルカットの実行禁止が解除さ
れ）、本ルーチンが一旦終了する。
【００７４】
　一方、ニュートラル状態である場合（Ｓ４７０＝Ｙｅｓ）、今回の触媒高温時の機関回
転数Ｎｅの上昇は、上述のように、アイドル中の筒内吸入空気量Ｍｃの過剰によるもので
ある。この場合、スロットルバルブ開度ＴＡを減少補正する必要がある。
【００７５】
　そこで、この場合、処理がＳ４８０に進行し、フューエルカット禁止中のアイドル時の
スロットルバルブ開度ＴＡｆｃｐがΔＴＡだけ減少補正される。これにより、次回のフュ
ーエルカット禁止中のアイドル時における筒内吸入空気量Ｍｃの過剰状態が緩和あるいは
解消される。そして、乗員に対する不快感を可及的に抑制するため、処理がＳ４３０に進
行してフューエルカットが実行され（フューエルカットの実行禁止が解除され）、本ルー
チンが一旦終了する。なお、本具体例においては、このＳ４８０の処理によって、本発明
のスロットル開度補正部（手段）が実現されている。
【００７６】
　本具体例によれば、ニュートラル状態におけるアイドル中の筒内吸入空気量Ｍｃの過剰
による「吹き上がり」すなわち不快な回転数上昇の発生が効果的に抑制されつつ、触媒劣
化抑制のためのフューエルカットの禁止制御が良好に行われ得る。
【００７７】
　＜連結状態判定＞
　ＣＰＵ６０ａは、図５に示されている連結状態判定ルーチン５００を、クランク角が所
定値となる毎に、繰り返し実行する。なお、本例において、後述する所定値Ａ～Ｄ及びａ
～ｄは、ＲＯＭ６０ｂに予め格納されているものとする。
【００７８】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ５１０において、現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓ
ｐｄが取得される。
【００７９】
　次に、Ｓ５２０において、回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄの取得値（以下、単に「取得値
」と称する。）が、所定値Ａを中心とするプラスマイナスａの範囲内にあるか否かが判定
される。取得値がこの範囲内にある場合（Ｓ５２０＝Ｙｅｓ）、マニュアルトランスミッ
ション装置３５が四速ギヤの直結状態であることが判定され（Ｓ５２５）、本ルーチンが
一旦終了する。一方、取得値がこの範囲内にない場合（Ｓ５２０＝Ｎｏ）、処理がＳ５３
０に進行する。
【００８０】
　Ｓ５３０においては、取得値が、所定値Ｂ（Ｂ＞Ａ）を中心とするプラスマイナスｂ（
ｂ＞ａ）の範囲内にあるか否かが判定される。取得値がこの範囲内にある場合（Ｓ５３０
＝Ｙｅｓ）、マニュアルトランスミッション装置３５が三速ギヤの直結状態であることが
判定され（Ｓ５３５）、本ルーチンが一旦終了する。一方、取得値がこの範囲内にない場
合（Ｓ５３０＝Ｎｏ）、処理がＳ５４０に進行する。
【００８１】
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　Ｓ５４０においては、取得値が、所定値Ｃ（Ｃ＞Ｂ）を中心とするプラスマイナスｃ（
ｃ＞ｂ）の範囲内にあるか否かが判定される。取得値がこの範囲内にある場合（Ｓ５４０
＝Ｙｅｓ）、マニュアルトランスミッション装置３５が二速ギヤの直結状態であることが
判定され（Ｓ５４５）、本ルーチンが一旦終了する。一方、取得値がこの範囲内にない場
合（Ｓ５４０＝Ｎｏ）、処理がＳ５５０に進行する。
【００８２】
　Ｓ５５０においては、取得値が、所定値Ｄ（Ｄ＞Ｃ）を中心とするプラスマイナスｄ（
ｄ＞ｃ）の範囲内にあるか否かが判定される。取得値がこの範囲内にある場合（Ｓ５５０
＝Ｙｅｓ）、マニュアルトランスミッション装置３５が一速ギヤの直結状態であることが
判定される（Ｓ５５５）。一方、取得値がこの範囲内にない場合（Ｓ５５０＝Ｎｏ）、マ
ニュアルトランスミッション装置３５がニュートラル状態であることが判定される。その
後、本ルーチンが一旦終了する。
【００８３】
　＜実施形態による効果＞
　以上詳述した通り、本実施形態においては、機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが大きい場
合には、フューエルカットの禁止が解除される。これにより、迅速な減速が行われたり、
不快な回転数上昇が抑制されたりする。したがって、本実施形態によれば、燃費低減や減
速のためのフューエルカット、及び、触媒劣化抑制のための当該フューエルカットの禁止
が、違和感なく適切に行われ得る。
【００８４】
　また、現在の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄに基づいてマニュアルトランスミッション装
置３５における連結状態を判定する具体例によれば、付加的なスイッチ類（例えばニュー
トラルスイッチやクラッチスイッチ等）を用いることなく、当該連結状態を判定すること
ができる。したがって、装置構成が簡略化され得る。
【００８５】
　＜変形例の例示列挙＞
　なお、上述の実施形態やその具体例は、上述した通り、出願人が本願の出願時点におい
て最良であると考えた本発明の具体化の例を単に示したものにすぎないのであって、本発
明はもとより上述の実施形態等によって何ら限定されるべきものではない。よって、上述
の実施形態等に対して、本発明の本質的部分を変更しない範囲内において、種々の変形が
施され得ることは、当然である。
【００８６】
　以下、変形例について幾つか例示する。ここで、以下の変形例の説明において、上述の
実施形態における各構成要素と同様の構成・機能を有する構成要素については、当該変形
例においても同一の名称及び同一の符号が付されているものとする。そして、当該構成要
素の説明については、上述の実施形態における説明が、矛盾しない範囲で適宜援用され得
るものとする。
【００８７】
　もっとも、変形例とて、下記のものに限定されるものではないことは、いうまでもない
。本発明を、上述の実施形態や下記変形例の記載に基づいて限定解釈することは、（特に
先願主義の下で出願を急ぐ）出願人の利益を不当に害する反面、模倣者を不当に利するも
のであって、許されない。
【００８８】
　また、上述の実施形態（各具体例を含む）や、下記の各変形例に記載された事項は、技
術的に矛盾しない範囲において、適宜組み合わせて適用され得ることも、いうまでもない
。
【００８９】
　（１）本発明は、上述した実施形態にて開示された具体的な装置構成に何ら限定される
ものではない。
【００９０】
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　例えば、気筒数、気筒配列方式（直列、Ｖ型、水平対向）、燃料噴射方式（ポート噴射
、筒内直接噴射）、触媒個数、変速段数、駆動力伝達方式（マニュアルトランスミッショ
ンかオートマチックトランスミッションか、マニュアルトランスミッションにおけるクラ
ッチ個数及びクラッチ操作が手動であるか自動であるか）等については、特に限定はない
。
【００９１】
　また、触媒温度（触媒床温）、連結状態、車速、等の取得手段についても、上述の実施
形態（具体例）に示されたものに何ら限定されない。
【００９２】
　具体的には、例えば、触媒温度の取得に際しては、触媒床温センサ６６による検出値に
代えて、排気通路に設けられた排気温センサによる検出値が用いられてもよい。あるいは
、触媒床温は、吸入空気流量Ｇａ等のパラメータを用いて、高精度でオンボード推定され
得る。
【００９３】
　ギヤの選択状態やニュートラル状態も、既知のスイッチ類を用いて判定され得る。車速
も、車輪速センサ６７以外の他の手段によって取得され得る。具体的には、例えば、プロ
ペラシャフト３４の回転数に基づいて、車速ｓｐｄが取得され得る。
【００９４】
　（２）本発明は、上述した具体例のような具体的動作に限定されない。すなわち、上述
の具体例における各処理は、本発明の範囲内で、適宜変更され得る。
【００９５】
　例えば、フューエルカット禁止は、第二の具体例（図３のフローチャート参照）のよう
な最高速段（四段変速の場合は四速）に限定されない。すなわち、六段変速の場合は、五
速以上（すなわち五速及び六速）にてフューエルカット禁止が行われ得る。
【００９６】
　図６は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作の一変形例（触媒劣化
抑制制御）を示すフローチャートである。ＣＰＵ６０ａは、図６に示されている触媒劣化
抑制制御ルーチン６００を、クランク角が所定値となる毎に、繰り返し実行する。
【００９７】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ６１０にて、所定のフューエルカット条件が成立
しているか否かが判定される。フューエルカット条件が成立していない場合（Ｓ６１０＝
Ｎｏ）、Ｓ６２０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【００９８】
　フューエルカット条件が成立している場合（Ｓ６１０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ６２０に進
行し、触媒床温センサ６６の出力によって取得された触媒床温Ｔｃが高温であるか否かが
判定される。触媒床温Ｔｃが低温である場合（Ｓ６２０＝Ｎｏ）、触媒劣化抑制制御を行
う必要がないので、Ｓ６３０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【００９９】
　触媒床温Ｔｃが高温である場合（Ｓ６２０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ６３０に進行し、機関
回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが取得される。続いて、処理がＳ６４０に進行し、機関回転数
Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値α（このαは上述の具体例と同様である）よりも小さいか否
かが判定される。
【０１００】
　機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値α以上である場合（Ｓ６４０＝Ｎｏ）、すなわ
ち、機関回転数Ｎｅの上昇が生じている場合、フューエルカットを実行する必要がある。
そこで、この場合、処理がＳ６５０に進行して、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁
止）が禁止される。すなわち、この場合、フューエルカットの禁止が解除される。その後
、本ルーチンが一旦終了する。
【０１０１】
　機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定値αより小さい場合（Ｓ６４０＝Ｙｅｓ）、処理
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がＳ６６０に進行し、マニュアルトランスミッション装置３５における連結状態がニュー
トラル状態であるか否かが判定される。現在ニュートラル状態である場合（Ｓ６６０＝Ｙ
ｅｓ）、処理がＳ６５０に進行して、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁止）が禁止
され、本ルーチンが一旦終了する。一方、現在ニュートラル状態でない場合（Ｓ６６０＝
Ｎｏ）、処理がＳ６７０に進行して、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁止）が許可
され、本ルーチンが一旦終了する。
【０１０２】
　このように、ニュートラル判定（Ｓ６６０）が、機関回転数Ｎｅの変化量ΔＮｅが所定
値αよりも小さいか否かの判定（Ｓ６４０）に引き続いて直列的に行われてもよい。
【０１０３】
　図７は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作の他の変形例（触媒劣
化抑制制御）を示すフローチャートである。図７に示されているルーチン７００における
Ｓ７１０ないしＳ７６０の各ステップは、図６におけるＳ６１０ないしＳ６６０と同様で
ある。また、図７に示されているルーチン７００におけるＳ７８０は、図６におけるＳ６
７０と同様である。
【０１０４】
　図７に示されているように、ニュートラル状態ではないことが判定された（Ｓ７６０＝
Ｎｏ）後に、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁止）を実施すべき所定ギヤの判定（
Ｓ７７０）が行われてもよい。
【０１０５】
　図８は、図１に示されている制御装置６によって実行される動作のさらに他の変形例（
触媒劣化抑制制御）を示すフローチャートである。ＣＰＵ６０ａは、図８に示されている
触媒劣化抑制制御ルーチン８００を、クランク角が所定値となる毎に、繰り返し実行する
。
【０１０６】
　本ルーチンが実行されると、まず、Ｓ８１０にて、現在四速（最高速）ギヤが選択され
ているか否かが、図示しないスイッチ等に基づいて判定される。四速（最高速）ギヤが選
択されていない場合（Ｓ８１０＝Ｎｏ）、触媒劣化抑制制御（減速フューエルカットの禁
止制御）が行われない。よって、この場合、Ｓ８２０以降の処理がスキップされ、本ルー
チンが一旦終了する。
【０１０７】
　現在四速（最高速）ギヤが選択されているとして（Ｓ８１０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ８２
０以降に進行すると、まずＳ８２０にて、所定のフューエルカット条件が成立しているか
否かが判定される。フューエルカット条件が成立していない場合（Ｓ８２０＝Ｎｏ）、Ｓ
８３０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【０１０８】
　フューエルカット条件が成立している場合（Ｓ８２０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ８３０に進
行し、触媒床温センサ６６の出力によって取得された触媒床温Ｔｃが高温であるか否かが
判定される。触媒床温Ｔｃが低温である場合（Ｓ８３０＝Ｎｏ）、触媒劣化抑制制御を行
う必要がないので、Ｓ８４０以降の処理がスキップされ、本ルーチンが一旦終了する。
【０１０９】
　触媒床温Ｔｃが高温である場合（Ｓ８３０＝Ｙｅｓ）、処理がＳ８４０に進行し、現在
の回転数－速度比Ｎｅ／ｓｐｄが取得される。次に、Ｓ８５０において、回転数－速度比
Ｎｅ／ｓｐｄの取得値（以下、単に「取得値」と称する。）が、所定値Ａ＋ａより大きい
か否か（Ａ及びａは上述の具体例と同様である）が判定される。
【０１１０】
　取得値が所定値Ａ＋ａ以下である場合（Ｓ８５０＝Ｎｏ）、マニュアルトランスミッシ
ョン装置３５が四速ギヤの直結状態であることが判定される。よって、この場合、処理が
Ｓ８６０に進行し、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁止）が許可され、本ルーチン
が一旦終了する。



(15) JP 2010-38113 A 2010.2.18

10

20

30

40

【０１１１】
　一方、取得値が所定値Ａ＋ａより大きい場合（Ｓ８５０＝Ｙｅｓ）、アイドル中の筒内
吸入空気量Ｍｃの過剰による機関回転数Ｎｅの上昇が生じていることが判定される。よっ
て、この場合、処理がＳ８７０に進行し、フューエルカット禁止中のアイドル時のスロッ
トルバルブ開度ＴＡｆｃｐがΔＴＡだけ減少補正される。これにより、次回のフューエル
カット禁止中のアイドル時における筒内吸入空気量Ｍｃの過剰状態が緩和あるいは解消さ
れる。そして、乗員に対する不快感を可及的に抑制するため、処理がＳ８８０に進行して
、触媒劣化抑制制御（フューエルカット禁止）が禁止され、本ルーチンが一旦終了する。
【０１１２】
　（３）その他、特段に言及されていない変形例についても、本発明の本質的部分を変更
しない範囲内において、本発明の技術的範囲に含まれることは当然である。
【０１１３】
　さらに、本発明の課題を解決するための手段を構成する各要素における、作用・機能的
に表現されているものは、上述の実施形態や変形例にて開示されている具体的構造の他、
当該作用・機能を実現可能ないかなる構造をも含む。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】本発明の一実施形態が適用された車両の全体構成を概略的に示す図である。
【図２】図１に示されている制御装置によって実行される動作の第一の具体例（フューエ
ルカット制御動作）を示すフローチャートである。
【図３】図１に示されている制御装置によって実行される動作の第二の具体例（フューエ
ルカット制御動作）を示すフローチャートである。
【図４】図１に示されている制御装置によって実行される動作の第三の具体例（フューエ
ルカット制御動作）を示すフローチャートである。
【図５】図４に示されている第三の具体例におけるニュートラル判定のための連結状態判
定処理の具体例を示すフローチャートである。
【図６】図１に示されている制御装置によって実行される動作の一変形例（触媒劣化抑制
制御）を示すフローチャートである。
【図７】図１に示されている制御装置によって実行される動作の他の変形例（触媒劣化抑
制制御）を示すフローチャートである。
【図８】図１に示されている制御装置によって実行される動作のさらに他の変形例（触媒
劣化抑制制御）を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１１５】
１…車両　　　　　２…内燃機関　　　　　　２８…インジェクタ
３…動力伝達部　　３１…駆動輪　　　　　　３２…ドライブシャフト
３３…デファレンシャルギヤ機構　　　　　　３４…プロペラシャフト
３５…マニュアルトランスミッション装置
４…吸気系統　　　４３…スロットルバルブ　４３ａ…スロットルバルブアクチュエータ
５…排気系統
６…制御装置　　　６０…ＥＣＵ　　　　　　６１…エアフローメータ
６２…スロットルポジションセンサ　　　　　６３…クランクポジションセンサ
６６…触媒床温センサ　　　　　　　　　　　６７…車輪速センサ
６８…アクセル開度センサ　　　　　　　　　８１…アクセルペダル
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